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これまでと同様に、既存の定理をCAT空間における定理に発展させる研究を行う。
Hilbert空間やBanach空間、Hadamard空間（完備CAT(0)空間）における不動点近
似定理を調べ、CAT(κ)空間で、どのような定理に発展させることができるかを考え
る。多くの場合、不動点を近似する漸化式はそのままの立式でよい。一方で、写像に
対しては妥当な仮定を工夫することになる。Hilbert空間においては空でない閉凸集合
への射影や resolventは非拡大写像になることがよく知られている。一方で、CAT(1)

空間においては対応物は定義できるが、性質が悪く、一般には非拡大にはならない。
CAT(1)空間において、既存の定理の発展を研究する場合、基本的には、まずは（応
用例に乏しいが）不動点を近似したい写像に対して、非拡大という仮定を設けて研究
を行う。期待されている結果が証明できればそれを、「強擬非拡大かつΔ-demiclosed」
という仮定に一般化する (この仮定には非拡大写像やCAT(1)空間での resolventは含
まれる)。また、最近は「漸近的非拡大」や与えられた写像 Iに対する「I-非拡大」と
いった性質にも注目しており仮定「非拡大」を設けて結果を得た後の一般化の方向性
は複数行う予定である。具体的には目標として次がある：[1]において、ACT(1)空間
において、1つの凸関数と 1つの写像が与えられた時に、その最小化点と不動点を同
時に近似する定理が示されている。一方で、[2], [3]においてはHadamard空間におい
て、複数個の凸関数や写像が与えられた時に、[1]において用いられている漸化式を
[2], [3]の方法の方法で多重化し、自然に期待される共通不動点の近似定理に発展させ
る研究を行う予定である。手法としては、今までのように先行となる論文で行なわれ
ている不等式評価の精読と応用により実現できると思われる。とくに、CAT(1)空間
で成立する「中線定理」は三角関数が登場し、扱いが困難である。その障害を乗り越
えるような不等式評価を考えることになる。なお、研究は、木村泰紀氏（東邦大学）、
新道圭介氏（八戸工業高等専門学校）と共同になる可能性もある。
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